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【都立駒込病院】
病床数 801床
一般 771
感染症 30



駒込病院

感染症地域医療体制＜区中央部・区東北部ブロック＞



スタッフによる日常的なＰＰＥ着脱訓練



新型インフルエンザ等の訓練

東京都の行政担当と連携
１回/年、連携訓練を開催











発生初期のピットフォール

・夜間・休日の初動体制

・ ウォークイン患者の対策

・予想以上にかかる時間

・患者の不安への対応



日常的な啓発

正しく迅速な情報提供

マスコミへの対策

社会的なパニック



発生早期→感染期への移行



発生早期→感染期・・・いつまで続ける？

・ 疫学的調査の限界

・ PPEの簡易化（基本は飛沫）

・ 診療長期化と人員維持

・ 通常診療の維持



・ 病院幹部の理解

・ 病院事務局の協力

・ 自治体の行政担当との連携

・ 保健所との連携

・ 消防や警察の参加

・ マスコミへの対策

大規模な連携訓練の意義
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